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1 金間大介、奥和田久美「大学関連特許の総合調査（Ⅰ） 特許出願から見た東北大学の知的貢献分析」調査資料147、














図表 1-1 大学別国内特許出願公開件数（2006年） 



















































































































                                                        
2 国際特許分類（International Patent Classification）。特許出願された発明を分類するため国際的に統一された分類。 
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１． 仮に発明者が「斉藤 健」氏である場合、「斉藤 健一」「斉藤 健二」「斉藤 健三」といった表
記を含む検索結果が返される（実際には全くの別人であっても、自らの氏名が他人の氏名
の部分集合となる場合、当該他人分についても検索結果として抽出される） 









































































































































































































































































































































    ①広島大学研究者総覧データに登場する発明者を抽出 →223名抽出 
②発明者として10回以上登場し、①を満たさない発明者について、 
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（※）G06Q10/00, G06Q10/30, G06Q10/50 はビジネスモデル特許の領域であり、G06F17/60に関連して抽出
1.96 2102健康増進 健康管理G06F17/60@F
50.00 12顧客志向G06Q10/00@F
1.99 8403電子商店 配信広告 広告配信 データ配信課金 配信データ課金 購読物配信 外国語用例提供G06Q30/00@F
1.61 162機器管理G06Q50/00@F
2.07 542,606和集合
2.53 11435テンプレートマッチング 回路パターン 形状マッチング 自己組織化 移動状況 指紋照合 文書処理 類似画像検索 輪郭追跡G06T7/00@F
16.67 424復元方法 材料選定 材料データベースG06F17/50@F
2.75 10364事典 要約作成 情報推薦 類似文書検索 類似画像検索 高速検索 登録検索 質問応答 時系列データ判定類似品名提示G06F17/30@F
0.72 5696データ管理 サーチエンジン テキスト検索 音声データ検索 感性情報 意味情報 差分情報 言語処理G06F17/30@F




































































































































































































































































































































































































                                                        
7 金間大介、奥和田久美「大学関連特許の総合調査（Ⅰ） 特許出願から見た東北大学の知的貢献分析」調査資料147、
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11金間大介、奥和田久美「大学関連特許の総合調査（Ⅰ）特許出願から見た東北大学の知的貢献分析」調査資料 147、











































158人 156人 114人 154人
0% 20% 40% 60% 80% 100%
70人 68人 54人 43人
0% 20% 40% 60% 80% 100%
104人 102人 36人 21人























































































































































































                                                        











































































































文書検索関連の書籍です 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
文書の検索技術に関する文書です 2 1 0 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0
文字入力関連の記事です 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0













































文書検索関連の書籍です 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
文書の検索技術に関する文書です 2 1 0 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0
文字入力関連の記事です 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0






















P2000-144349A 19 Ｆｅ基軟磁性合金 アルプス電気株式会社|井上明C22C 38/00
P2000-73148A 19 Ｆｅ基軟磁性合金 アルプス電気株式会社|井上明C22C 38/00
P2000-73150A 19 Ｆｅ基軟磁性合金 アルプス電気株式会社|井上明C22C 38/00
P2002-322546A 19 Ｆｅ基軟磁性合金およびそれを用アルプス電気株式会社 C22C 38/00
P2000-144347A 19 Ｆｅ基軟磁性合金及びその磁歪のアルプス電気株式会社|井上明C22C 38/00
P2000-144346A 19 高飽和磁束密度低鉄損Ｆｅ系軟 アルプス電気株式会社|井上明C22C 38/00
P2000-204451A 19 高飽和磁束密度低鉄損Ｆｅ系軟 アルプス電気株式会社|井上明C22C 38/00
P2002-155348A 19 軟磁性合金 アルプス電気株式会社 C22C 45/02
P2004-2949A 19 軟磁性合金 アルプス電気株式会社 C22C 38/00
P2001-262292A 19 非晶質軟磁性合金 アルプス電気株式会社 C22C 45/02
P2001-316782A 19 非晶質軟磁性合金 アルプス電気株式会社|井上明C22C 45/02
P2002-226956A 19 非晶質軟磁性合金 アルプス電気株式会社 C22C 45/02
P2000-119826A 19 非晶質軟磁性合金射出成形体及アルプス電気株式会社|井上明C22C 45/02
P2000-345308A 19 非晶質軟磁性合金焼結体及び非アルプス電気株式会社|井上明C22C 45/02
P2001-279404A 19 微細結晶組織を有する軟磁性合アルプス電気株式会社 C22C 38/00
P1993-331579A 20 グレー発色アルミニウム合金 トステム株式会社 C22C 21/00
P1994-116667A 20 遠赤外線放射体 スカイアルミニウム株式会社|株C22C 21/00
P1994-299278A 20 色違い面形成用発色アルミニウ昭和アルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1995-113138A 20 色違い面形成用発色アルミニウ昭和アルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1995-118779A 20 色違い面形成用発色アルミニウ昭和アルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1995-118780A 20 色違い面形成用発色アルミニウ昭和アルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1994-330212A 20 陽極酸化処理後の色調が安定なスカイアルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1993-132731A 20 陽極酸化処理後の色調が黄金色スカイアルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1993-17842A 20 陽極酸化処理用アルミニウム合スカイアルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1993-17844A 20 陽極酸化処理用アルミニウム合スカイアルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1994-73478A 20 陽極酸化処理用アルミニウム合スカイアルミニウム株式会社 C22C 21/00
P1994-81064A 20 陽極酸化処理用アルミニウム合スカイアルミニウム株式会社 C22C 21/00






























クラスター1 - 0.904 0.138 0.297 0.914 ： 0.519  
クラスター2 0.904 - 0.428 0.430 0.240 ： 0.529  
クラスター3 0.138 0.428 - 0.878 0.182 ： 0.561  
クラスター4 0.297 0.430 0.878 - 0.618 ： 0.430  
クラスター5 0.914 0.240 0.182 0.618 - ： 0.429  
： ： ： ： ： ： - 0.360  
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